
宮城県農業・園芸総合研究所

研究の目的
ＧＡＰとは，Good Agricultural Practiceの頭文字で，直訳すれば「良い農業の実践」

です。一般的には「適正農業規範」と訳されています。農作物生産の各段階で生産者が守

るべき管理の基準とその実践のことです。具体的な例として農産物の微生物汚染のリスク

を減らすため，衛生管理を徹底するといったことがあげられます。

宮城県でも食の安全・安心を保持するため，ＧＡＰを推進することになりました。県内

の実情に合った「宮城県版野菜ＧＡＰ」を作成するにあたり，ＧＡＰ導入時の障害や，取

り組み可能とするための解決策を調査することになりました。

研究成果
農家にＧＡＰの項目（衛生管理や農薬使用時の安全確認等）の実施についてアンケート

調査した結果，多くは農家が当たり前のこととして取り組んでいることだということがわ

かりました。

下図の例のようにＧＡＰを実施・記録する上での問題点を解決することができれば，Ｇ

ＡＰは安全で安心できる農産物の生産に役立てられると考えられます。

普及等の見込
明らかになった問題点等をもとに検討を重ね，「宮城県版野菜ＧＡＰ」を制定します。そ

の後，様々な機関と連携しながら，ＧＡＰの推進を図っていく予定です。

具体的な取組事項の決定

（個人，または部会等で話し合い）

・１日１回掃除をする

・清掃チェック表をつける

解決策
・実施すべきことが具体化す

れば取り組みやすくなる

・記録の様式があれば記録作

業の負担は軽減できる

ＧＡＰの取組項目（例）

「調製作業場の整理・整頓・清

潔」

問題点
・具体的に何をしたら良いか

わからない

・農家にとって実施の記録は

大きな負担

実行
衛生に配慮した調製作業

場の確保

作業内容の記録

異物（ゴミ，虫，髪の毛等）の

混入や病原微生物汚染のリスク

が減少見直し

できなかった事柄の原因と，

改善方法を考察

安全・安心な農産物の生産
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宮城県版野菜ＧＡＰの確立に向けて
ジ ー エ ー ピ ー

取り組み可能なＧＡＰの条件と導入に向けた障害の調査
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